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以前、諸君や諸君の保護者の皆さんにお願
いしてやっていただいた「学校評価アンケー
ト」の中に、「進路指導などの際に、東大を
例に取りあげることが多いが、いかがなもの
か？」といった意見が寄せらていた。なるほ
ど、そんなイメージを持つこともあるのだろ
うが、そのことに関して（私も進路部なので）
ちょっと私の考えを書いてみたい。

＊
「大状況」と「小状況」という言葉を聞い

たことがあるだろうか。例えば、戦争映画な
どでは、その国が戦争に巻き込まれていく社
会的背景が描かれつつ、その中に生きる主人
公の生き方や愛が語られるれる…などという
のがよくあるパターンである。この前者がい
わゆる「大状況」、後者が「小状況」である。
日比谷の置かれている「大状況」を考えて

みよう。日比谷は、都立進学指導重点校のト
ップ校であり、全国の公立高校のトップ校で
もある。とすると、当然のことながら進学の
話をする際に、日本のトップ大学のことを話
題にせざるを得ないということが見えてくる
のではないだろうか。
一方、「小状況」はどうかというと、例え

ば年４回実施されている個別面談の場面など
が考えられる。面談の際、担任が本人の希望
を無視して、無理矢理東大受験を勧めるよう
なことがあるだろうか。決してそんなことは
ないだろう。本人の進路設計を聞き、疑問や
要望を聞いて、日常の成績や模試の結果など
も参考にしながら、それぞれの課題にふさわ
しい勉強法や進路選択についてのアドバイス
しているのではないだろうか。

まあ、「本音と建前」的な感じもするが、
全員を前にした一般論的な話の中では、どう
しても「東大、東大」的な傾向になってしま
うのは、日比谷の置かれている状況を考える
と仕方のない部分があるのである。一方で、
個々の進路指導においては、丁寧に希望を叶
える形になっていると思うがどうだろう。
ちなみに、東大が名前だけで、話題にする

に値しない大学ならどうしようもないが、東
大は世界的評価からいっても目指すに値する
大学である。例えば「iPS細胞について山中
教授のもとで学びたい」といった明確な目標
のある人は、それを実現する大学・環境を目
指せばよいが、そこまで自分の未来が見えて
いない人にとって、やはり一つの目標となる
存在なのである。
トップ大学なら、例えばハーバードなどを

例に挙げてもイイのではないか、という人も
いるが、私はそうは思わない。例えばアメリ
カの大学は広く留学生にも門戸を開いている
が、それは、すでに格差社会となったアメリ
カ国内では優秀な人材が確保できなくなって
いるからだと指摘されている。留学して、そ
の後国際社会に出て活躍している気になって
いる諸君が、実はアメリカ「帝国」のお先棒
担ぎになっているという現実がままあること
をしっかりと認識すべきであろう。
それなら、むしろ日本にいて、日本の大学

から世界に向けて発信できるようになってほ
しいものだと私は思う。そして、東大には（東
大だけではないが）世界に向けて発信してい
く環境がしっかり整っているのである。


